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ローゼンバーグ自尊感情尺度の 
２側面と自己愛人格傾向 

―縦断データの分析― 

○福留広大（広島大学・日本学術振興会） 森永康子（広島大学） 
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問題と目的 

小塩（1997）は，ローゼンバーグ自尊感情尺度

（Rosenberg, 1965; 安藤，1987）と Cheek & Buss
の自尊感情（1981;大渕ら訳，1991）を組み合わせ

て自尊感情とし，16 項目 2 件法で測定した結果，

自尊感情に 2 因子解を得ている。得られた 2 因子

は，1 項目の例外を除いて，肯定的項目群因子

（Positive Self-Esteem; PSE）と否定的項目群因子

（Negative self-Esteem; NSE）を形成した。そして，

肯定項目群因子は自己愛と.41 の正相関を示し，否

定的項目群因子は.25 の正相関を示している。これ

は，自尊感情尺度内に自己愛と異なる強さの相関

関係をもつ因子が混在している可能性を示唆して

いる。福留他（2015）は，大学生（N=177）を対象

にローゼンバーグの尺度（5 件法）と自己愛を測

定し，PSE と自己愛人格傾向との正の相関係数が，

NSE（逆転済み得点）と自己愛人格傾向との相関

係数よりも有意に高いことを報告した。これは小

塩（1997）の知見を再現したと考えられる。本研

究の目的は，主に小塩（1997）の知見の追試と拡

張にあり，（1）ローゼンバーグ自尊感情尺度の PSE
と自己愛が正の関連を示すことを予想する。（2）
縦断（パネル）調査を実施することにより，自尊

感情と自己愛の共変動の可能性について探索する。

仮に，共変動の可能性があれば，自尊感情の数値

向上は自己愛人格傾向を高める可能性もあると解

釈する。 
方   法 

対象者 インターネット調査会社（楽天リサー

チ株式会社）を通じ調査に参加した日本全国の 18
歳から 25 歳。第 1 時点に回答した 400 名を追跡

し計 3 回の回答を求めた。分析対象者は 188 名（男

性 96名，女性 92名；平均 23.06歳，標準偏差 1.93）。
調査間隔は 70 日である。 

調査時期 2016 年 3 月，5 月，7 月 
質問項目 (a)自尊感情尺度（山本・山成・松井，

1982）による 10 項目 5 件法。ただし，分析では項

目番号 8 を除外，(b)自己愛性人格傾向尺度 NPI-35
（小西・大川・橋本，2006）の 35 項目を 5 件法で

使用した。なお，本研究の質問項目は質問紙調査

全体の内の一部である。 
結果と考察 

統計ソフトに，Microsoft office エクセルのアド

インである SSRI 社のエクセル統計 2012 を使用し

た。マルチレベル分析には Mplus7.4（Muthen & 

Muthen, 2015）を使用した。 
事前分析 先行研究に従い，PSE，NSE，自己愛

人格傾向下位 5 因子，それぞれの平均得点を算出

した。次に，これら 7 変数について各時点別に因

子分析（最尤法，プロマックス解，固有値が 1 を

超えることを基準に因子数決定）したところ，全

時点において自尊感情尺度 2 変数と自己愛下位尺

度 5 変数からなる 2 因子が抽出され，因子相関は

時点毎に 0.56，0.54，0.53 であった（2 時点目につ

いては，主因子法，プロマックス解）。よって，自

尊感情と自己愛は異なる概念として扱う。また，

自己愛尺度の下位 5 因子の各合成得点について因

子分析したところ，全時点で一次元性が確認され

たため，下位 5 因子も合成得点化し，自己愛総点

とした。 
マルチレベル分析 個人 ID をクラスタ変数（ク

ラスタ数は 188，各クラスタのサンプルサイズが

3（時点））として，PSE，NSE，自己愛の相関関係

について検討した（Table 1）。PSE と NSE は Within
レベルでは相関が有意でなく，2 変数の個人内変

動に関連性はない。PSE と自己愛は Within と

Between レベルの両方で相関関係にあり，特に

Between で高くなっている。変動性を考慮したと

きに，PSE と自己愛は NSE と自己愛以上に密接な

関連があると考えられる。また，性別ごとに分析

した場合，男性は Between レベルと Within レベル

の NSE と自己愛の相関が有意でなかった。一方，

女性は Between の NSE と自己愛の相関が有意で

あった。女性よりも男性において，PSE と自己愛

の関連性がより特徴的であると考えられる。 
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Table 1  マルチレベル分析を用いた分析結果

レベル 変数対 推定値 女性 男性
Withinレベル PSE NSE .105 n.s. -.056 n.s. .231 *

PSE 自己愛 .434 ** .400 ** .459 **
NSE 自己愛 -.046 n.s. -.062 n.s. -.032 n.s.

Betweenレベル PSE NSE .772 ** .920 ** .613 **
PSE 自己愛 .684 ** .604 ** .784 **
NSE 自己愛 .453 ** .565 ** .294 n.s.

*p <.05  **p <.01
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